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府
本
部
は
３
月
１４
日
、
２
０
２
４
年
度
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を

開
校
し
た
。今
年
度
の
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、２
０
２
３
年
度
に

続
き
対
面
で
の
開
催
を
基
本
と
し
、単
組
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
垣
根
を
越

え
、
受
講
生
の
横
断
的
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。
受
講
生
の
募
集
は
年
明
け

か
ら
行
わ
れ
、
今
年
度
は
８
単
組
か
ら
１８
人
が
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
第
１
講
で
は
開
校
式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と
、

新
採
加
入
対
策
と
自
治
労
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

本
紙
自
治
労

大
阪
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
す

べ
て
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
こ

と
が
あ
る
▼
４

月
１
日
、
多
く
の
職
場
で
新

た
な
仲
間
を
迎
え
る
。
新
人

の
皆
さ
ん
が
慣
れ
な
い
環
境

で
戸
惑
い
、
不
安
な
日
々
を

送
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
経
験

か
ら
知
っ
て
い
る
は
ず
。
そ

こ
で
新
し
く
職
場
に
来
た
人

た
ち
に
ど
う
か
声
を
か
け
て

ほ
し
い
。
些
細
な
こ
と
で
い

い
。ど
こ
か
ら
通
っ
て
る
の
？

趣
味
は
？
悩
み
は
な
い
？
そ

う
し
た
声
か
け
一
つ
で
安
心

で
き
る
も
の
だ
。
も
う
一
つ

お
願
い
を
。
組
合
役
員
（
単

組
・
支
部
役
員
、
職
場
委
員

な
ど
す
べ
て
）
の
新
採
加
入

活
動
を
職
場
か
ら
支
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
な
ぜ
っ
て
？

「
新
採
の
加
入
が
減
る
→
組

合
員
が
減
る
→
組
合
が
弱
く

な
る
→
賃
金
労
働
条
件
が
低

下
す
る
」
こ
と
は
自
明
だ
か

ら
。
解
っ
て
い
る
が
ま
ま
な

ら
な
い
の
が
こ
の
課
題
。
こ

の
４
月
を
機
に
上
昇
カ
ー
ブ

に
転
じ
た
い
。�

（
ｋ
ａ
）

　

開
校
式
で
、
ユ
ニ
オ
ン
カ

レ
ッ
ジ
実
行
委
員
会
委
員
長

の
金
子
府
本
部
副
委
員
長

は
、「
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん

自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
っ
て

い
る
。
公
務
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
私
た
ち
は
、
誰
か
の
た

め
に
働
い
て
い
る
と
い
う
本

質
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ

ッ
ジ
に
お
い
て
幅
広
く
自
治

織
内
議
員
『
岸
ま
き
こ
』
参

議
院
議
員
の
再
選
に
む
け

て
、「『
岸
ま
き
こ
』
の
組
合

員
へ
の
周
知
・
浸
透
を
は
か

り
、
職
場
・
地
域
か
ら
政
治

改
革
、
男
女
平
等
、
平
和
課

題
の
政
策
実
現
を
め
ざ
そ

う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し

て
、
ひ
と
り
人
形
劇
「
が
ら

く
た
座
」
を
主
宰
す
る
木
島

知
草
さ
ん
に
よ
る
「
性
・
人

権
・
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が

上
演
さ
れ
た
。
木
島
さ
ん
は

劇
中
で
、「
タ
ブ
ー
視
さ
れ

を
開
き
、
３５
県
本
部
５１
人
の

役
員
が
参
加
し
た
。
こ
の
集

会
は
、
連
合
が
春
季
生
活
闘

労
運
動
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

第
１
講
「
新
規
採
用
職
員

の
加
入
促
進
に
つ
い
て
」
で

は
、
明
石
組
織
対
策
部
長
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、
３
班
に
分
か
れ
た
受
講

生
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

っ
た
。
受
講
生
は
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
自
治
労
加
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
、
組
合
活
動

が
ち
な
『
性
教
育
』
は
『
人

権
教
育
』
が
基
盤
に
な
っ
て

い
る
。
成
長
と
共
に
性
に
近

づ
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が

正
し
く
性
教
育
を
受
け
る
こ

と
で
自
身
も
他
者
も
大
切
に

す
る
心
が
育
ち
、
嫌
な
と
き

は
は
っ
き
り
『
Ｎ
ｏ
』
と
言

え
る
強
い
心
を
持
て
る
よ
う

に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
宮
崎
県
本
部
女

性
部
よ
り
「
育
児
休
業
取
得

に
伴
う
昇
給
延
伸
の
完
全
復

元
に
つ
い
て
」報
告
が
あ
り
、

復
帰
後
に
不
利
益
が
生
じ
て

い
な
い
か
、
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
と
の
訴
え
が
あ
っ

た
。

　

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は

に
お
け
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側

面
を
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う

に
新
規
採
用
職
員
に
伝
え
る

か
を
考
え
た
。

　

自
治
労
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
「
じ
ち
ろ
う
共

済
」
を
支
持
す
る
意
見
が
多

く
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
見
方
と
し
て
「
組

合
に
入
っ
て
い
て
も
入
っ
て

い
な
く
て
も
、
昇
格
や
給
料

争
の
諸
行
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
「
３
・

８
国
際
女
性
デ
ー
全
国
統
一

行
動
中
央
集
会
」
の
前
段
集

会
と
し
て
開
か
れ
た
。

　

基
調
提
起
を
行
っ
た
川
辺

由
利
女
性
部
長
は
、「
３
・

８
国
際
女
性
デ
ー
」
の
意
義

と
女
性
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課

題
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も

に
、「
諸
々
の
課
題
の
解
決
、

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
の
は

選
挙
で
あ
る
」
と
し
、
２
０

２
５
年
７
月
の
第
27
回
参
議

院
議
員
選
挙
で
の
自
治
労
組

　

自
治
労
は
、３
月
８
日
、東

京
都
内
で
「
３
・
８
国
際
女

性
デ
ー
自
治
労
女
性
集
会
」

会
場
を
移
動
し
、
連
合
中
央

集
会
に
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
芳
野
友
子
連
合
会
長
は

「
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
ワ
ン
は
残

り
７
カ
月
と
な
っ
た
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
に
む
け
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高

め
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
加

速
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
小
原
成
朗
連
合

総
合
政
策
推
進
局
長
に
よ
る

に
違
い
が
な
い
」「
組
合
役

員
は
忙
し
そ
う
。
私
は
や
り

た
く
な
い
け
ど
、
誰
か
に
は

や
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
人
が

多
い
」「
活
動
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
人
ば
か
り
で
は
な
い
。

積
極
的
で
な
い
人
に
対
す
る

配
慮
も
必
要
」
な
ど
と
意
見

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
じ
ち
ろ
う
共

済
の
メ
リ
ッ
ト
」に
つ
い
て
、

自
治
労
共
済
大
阪
府
支
部
の

田
中
事
務
局
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。
田
中
事
務
局
長
は

共
済
制
度
に
つ
い
て
、「
組

合
員
同
士
の
助
け
合
い
で
あ

り
労
働
運
動
の
原
点
。
制
度

活
用
に
よ
っ
て
実
質
賃
金
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

述
べ
、
長
期
共
済
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
た
。ま
た
、

府
本
部
の
明
石
組
織
対
策
部

長
か
ら
は
共
済
制
度
を
活
用

し
た
事
例
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。
明
石
部
長
は
、「
民

間
保
険
と
じ
ち
ろ
う
共
済
を

比
較
す
れ
ば
圧
倒
的
に
じ
ち

ろ
う
共
済
が
優
位
。
う
ま
く

活
用
す
る
こ
と
で
生
涯
納
入

組
合
費
は
十
分
に
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
、
組
合

員
だ
か
ら
こ
そ
利
用
で
き
る

有
利
な
制
度
の
活
用
を
呼
び

か
け
た
。

　

府
本
部
は
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
た
教
育
体
制
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
生

自
身
が
自
治
労
の
果
た
す
意

義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
府
本
部
運
動
の
大
き

な
柱
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡

大
の
取
り
組
み
を
担
う
人
材

の
育
成
を
支
援
す
る
と
し
て

い
る
。
次
回
、
第
２
講
は
５

月
下
旬
に
開
講
を
予
定
し
て

い
る
。

基
調
提
起
「
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
、
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
の
実
現
に
む
け
た
取

り
組
み
」
が
提
案
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、労
働
経
済
論
、ジ

ェ
ン
ダ
ー
論
が
専
門
の
、
金

井
郁
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教

授
に
よ
る
基
調
講
演
「
あ
ら

ゆ
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

女
性
の
参
画
を
～
企
業
と
労

働
組
合
の
意
思
決
定
へ
の
関

与
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」が
あ
り
、

斎
藤
千
秋
連
合
東
京
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
閉
会
し
た
。

　

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー

は
、“
女
性
の
政
治
的
自
由

と
平
等
の
た
め
に
行
動
す
る

記
念
日
”と
位
置
付
け
ら
れ
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
向
上
を

表
す
「
パ
ン
」
と
、
女
性
の

尊
厳
・
人
権
の
確
保
を
表
す

「
バ
ラ
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
、

世
界
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
運
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
大
阪
で
も
連
合
大
阪
が

学
習
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
駅
頭
で
街
頭
行
動
を
行

い
「
働
く
場
で
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
と
均
等
待
遇
の
実

現
」
や
「
女
性
参
画
促
進
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
行

っ
た
。

参
議
院
議
員

（
自
治
労
組
織
内
議
員
）

岸
ま
き
こ

職場・地域から政策実現をめざそうと
呼びかける自治労本部川辺女性部長 受講生は３班に分かれて新規採用職員の加入促進について話し合った

共
済
の
活
用
で
組
合
費
は
取
り
戻
せ
る

２
０
２
４
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
開
校
式
・
第
１
講

３・８
国
際
女
性
デ
ー

ジェン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
む
け
て

自
治
労
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

自
治
労
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

（1）2 0 2 4 年 4月 1日
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給水車への水の補給作業をする自治労のボランティ
ア支援参加者

　

こ
う
し
た
現
状
に
つ
い

て
、
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

が
松
本
総
務
大
臣
に
見
解
を

質
し
た
と
こ
ろ
、「
会
計
年

度
任
用
職
員
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
住
民

に
と
っ
て
質
が
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
人
材
確
保
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
処
遇
の

確
保
、改
善
は
極
め
て
重
要
」

と
答
弁
し
た
。

　

質
疑
を
終
え
た
岸
ま
き
こ

参
議
院
議
員
は
、「
遡
及
改
定

も
勤
勉
手
当
支
給
も
常
勤
職

員
と
の
均
衡
を
は
か
る
べ
き

も
の
。
す
べ
て
の
自
治
体
に

お
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

仮
に
２
０
２
４
年
度
も
昨
年

同
様
の
引
き
上
げ
措
置
と
な

っ
た
場
合
の
財
源
措
置
に
つ

い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
総
務

省
は
「
地
方
団
体
の
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

適
切
に
対
応
す
る
」
と
回
答

し
た
。

　

一
方
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
勉
手
当
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

３
年
１2
月
段
階
で
整
備
す
る

予
定
が
な
い
自
治
体
が
１
１

０
以
上
あ
る
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
２
０
２
４

年
度
地
方
財
政
対
策
で
は
、

勤
勉
手
当
支
給
の
た
め
の
経

費
と
し
て
１
８
１
０
億
円
が

積
算
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
労
は
、
３
月
４
日
か

ら
石
川
県
七
尾
市
の
要
請
に

も
と
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
大
阪
府
本
部
は
第
４

グ
ル
ー
プ
（
３
月
2３
日
～
３１

日
）
と
し
て
、
応
募
の
あ
っ

た
大
阪
市
職
と
豊
中
市
従
か

ら
計
２
人
を
現
地
に
派
遣
し

た
。

　

３
月
３１
日
以
降
は
、
能
登

町
で
も
支
援
活
動
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
４
月
2８
日
以

降
は
、
珠
洲
市
、
輪
島
市
で

改
善
」
に
つ
い
て
質
疑
を
行

っ
た
。
具
体
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
３
年
度
の
給

与
改
定
に
か
か
わ
り
常
勤
職

員
に
準
じ
た
４
月
遡
及
の
実

施
状
況
と
地
方
自
治
法
改
正

に
も
と
づ
く
今
夏
６
月
の
勤

勉
手
当
支
給
に
む
け
た
条
例

な
ど
の
整
備
状
況
の
２
点
。

　

２
０
２
３
年
度
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
、
同
年
４
月
に
遡
及
し
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　

府
本
部
は
第
９
グ
ル
ー
プ

（
４
月
27
日
～
５
月
５
日
）、

第
１３
グ
ル
ー
プ
（
５
月
2５
日

～
６
月
１
日
）
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
４

人
の
派
遣
が
要
請
さ
れ
る
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
各
単
組
に

対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
開
始
す
る
。

　

現
地
で
の
行
程
は
、土
曜
日

の
１６
時
１０
分
Ｊ
Ｒ
新
高
岡
駅

改
札
口
に
集
合
し
、
引
き
継

ぎ
な
ど
を
行
い
、
翌
日
の
日

改
定
を
行
っ
た
自
治
体
は
、

財
源
が
２
０
２
３
年
度
補
正

予
算
で
確
保
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の
５

割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
、

会計年度任用職員の処遇改善に
ついて、国会で質疑する岸まきこ
参議院議員

曜
か
ら
活
動
を
開
始
し
土
曜

日
に
活
動
を
終
了
す
る
。
そ

の
後
、
引
き
継
ぎ
を
行
な
っ

た
後
、
翌
日
の
日
曜
日
に
帰

還
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

応
募
条
件
は
、こ
の「
８
泊
９

日
」
の
活
動
サ
イ
ク
ル
を
通

し
て
参
加
で
き
る
方
（
途
中

で
の
交
代
は
不
可
）と
な
る
。

　

若
者
の
政
治
離
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
か
つ
て
６０
％
を
超
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
2０
代
の
投
票
率
だ
が
、
い
ま
で
は
そ
れ
も
夢
の
ま
た

夢
か
。

　

９０
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
就
職
氷
河
期
や
非
正
規
雇
用
の

問
題
な
ど
が
続
き
、
若
者
は
政
治
に
希
望
が
持
て
な
く
な
っ
た
。

当
然
彼
ら
は
政
治
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
投
票
行
動
か
ら

も
遠
ざ
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
き
て
自
民
党
の
裏
金
問
題
だ
。
庶
民
感
覚
と
大
き
く
ず

れ
た
政
治
家
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
、
若
者
た
ち
は
さ
ら
に
そ
っ

ぽ
を
向
く
。

政治に希望が
見いだせない
若者たちは無関心に

衆
議
院
総
選
挙
の
20
代
投
票
率
の
推
移

２０２３年12月25日朝日新聞

　

ま
た
、
今
回
の
自
治
労
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動

が
、
被
災
自
治
体
の
職
員
・

組
合
員
の
業
務
を
支
援
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

こ
と
や
、
支
援
業
務
の
内
容

が
変
更
と
な
る
可
能
性
な
ど

も
考
慮
し
、「
可
能
な
限
り

一
般
行
政
職
」の
組
合
員（
経

験
者
も
可
）
の
人
選
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
現

地
で
の
車
で
の
移
動
を
支
援

者
自
身
が
行
う
た
め
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
の
保
有
が

必
須
と
な
る
。
ま
た
、
宿
舎

は
相
部
屋
と
な
る
た
め
支
援

者
は
男
性
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。

が
参
議
院
総
務
委
員
会
で

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

　

３
月
１９
日
、
自
治
労
組
織

内
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

被
災
自
治
体
職
員
・
組
合
員
の
業
務
を
支
援

総
務
大
臣「
処
遇
の
確
保
、改
善
は
重
要
」

奥
能
登
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

奥
能
登
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
は

地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
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